
三 重 老 連令和8年2月28日（1）

おもな内容

県
内
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
さ
ん
、

県
内
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
さ
ん
、

あ
ら
た
め
て
日
々
各
地
で
活
動
さ
れ
て

あ
ら
た
め
て
日
々
各
地
で
活
動
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

い
る
こ
と
に
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。

昨
年
は
猛
暑
の
中
の
大
阪
関
西
万

昨
年
は
猛
暑
の
中
の
大
阪
関
西
万

博
の
旅
で
は
円
形
ド
ー
ム
と
大
屋
根
リ

博
の
旅
で
は
円
形
ド
ー
ム
と
大
屋
根
リ

ン
グ
の
大
き
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。　
　

ン
グ
の
大
き
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。　
　

ま
た
、

ま
た
、1111
月
に
第

月
に
第
5454
回
全
国
老
人

回
全
国
老
人

ク
ラ
ブ
大
会
が
茨
城
県
水
戸
市
で
開

ク
ラ
ブ
大
会
が
茨
城
県
水
戸
市
で
開

催
さ
れ
、全
国
か
ら
約
千
二
百
名
、三

催
さ
れ
、全
国
か
ら
約
千
二
百
名
、三

重
県
か
ら
も
被
表
彰
者
４
名
を
含
め
、

重
県
か
ら
も
被
表
彰
者
４
名
を
含
め
、

９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
メ
イ
ン
テ
ー

９
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
メ
イ
ン
テ
ー

マ
の
「
伸
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、担
お

マ
の
「
伸
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、担
お

う
！
地
域
づ
く
り
を
」
の
も
と
、活
動

う
！
地
域
づ
く
り
を
」
の
も
と
、活
動

発
表
、講
演
、式
典
が
順
次
進
行
し
、

発
表
、講
演
、式
典
が
順
次
進
行
し
、

熱
気
に
包
ま
れ
た
雰
囲
気
の
中
で
、全

熱
気
に
包
ま
れ
た
雰
囲
気
の
中
で
、全

国
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
元
気
に
感
動
と

国
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
元
気
に
感
動
と

勇
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

勇
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
昨
年
1212
月
の
正
副
会
長
会
議
、理

月
の
正
副
会
長
会
議
、理

事
会
、郡
市
老
連
会
長
会
議
で
も
議
論

事
会
、郡
市
老
連
会
長
会
議
で
も
議
論

さ
れ
ま
し
た
が
、従
来
の
県
老
連
事
業

さ
れ
ま
し
た
が
、従
来
の
県
老
連
事
業

も
会
員
減
少
、会
員
の
高
齢
化
、県
老

も
会
員
減
少
、会
員
の
高
齢
化
、県
老

連
の
収
支
状
況
な
ど
に
加
え
、定
年
制

連
の
収
支
状
況
な
ど
に
加
え
、定
年
制

延
長
や
物
価
高
騰
な
ど
社
会
情
勢
の

延
長
や
物
価
高
騰
な
ど
社
会
情
勢
の

変
化
も
考
慮
し
、将
来
を
見
据
え
て
事

変
化
も
考
慮
し
、将
来
を
見
据
え
て
事

業
の
見
直
し
、検
討
が
必
要
と
な
っ
て

業
の
見
直
し
、検
討
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

一
方
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
以
降
大
き
な

一
方
で
は
、コ
ロ
ナ
禍
以
降
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
孤
独
・
孤
立
対
策

課
題
と
な
っ
て
い
る
孤
独
・
孤
立
対
策

や
認
知
症
対
策
は
、県
内
で
も
単
身
あ

や
認
知
症
対
策
は
、県
内
で
も
単
身
あ

る
い
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
増
加
、

る
い
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
増
加
、

認
知
症
や
軽
度
認
知
症
患
者
の
増
加

認
知
症
や
軽
度
認
知
症
患
者
の
増
加

な
ど
、大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

な
ど
、大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

● 会長あいさつ� ����������１
● 高齢者相互支援活動研修会

老人クラブリーダー研修会� ����２
● シニアカレッジみえ� �������３
● 全国老人クラブ大会

東海・北陸ブロックリーダー研修会� �４
● ニセ警察詐欺に注意！ � ������ ５
● 市町老連・クラブ数・会員数 � ���� ６
● すこやかライフ三重のつどい

三重県老人クラブ大会 � ������７
● 芸能大会� ������������８
● 文化作品展� ���������� 1０
● 役員会等実施概要� ������� 1１
● 楽しく歩いてフレイル予防

健康ウォーキング � ������� 1２
● ねんりんピック美術展 � ����� 1５
● 三重県老連主催旅行事業 � ���� 1６

一
般
財
団
法
人
　

一
般
財
団
法
人
　
三
重
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

三
重
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
会
長　　

𠮷
良
　
勇
藏

𠮷
良
　
勇
藏

感
謝
の
気
持
ち
で
・
毎
日
を
大
切
に

シニアカレッジ奈良フィールドワーク
（令和7年9月24日）

芸能大会（多気町）
（令和7年10月17日）

文化作品展
（令和７年10月15日～19日）

女性委員会
（令和7年５月21日）

活動状況あれこれ活動状況あれこれ

ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
こ
れ
ら

ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
こ
れ
ら

の
問
題
解
決
に
大
い
に
効
果
が
あ
る
と

の
問
題
解
決
に
大
い
に
効
果
が
あ
る
と

思
い
ま
す
の
で
、関
係
団
体
と
も
連
携

思
い
ま
す
の
で
、関
係
団
体
と
も
連
携

を
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

を
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
が
会
長
に
な
っ
て
５
年
た
ち
ま
す

私
が
会
長
に
な
っ
て
５
年
た
ち
ま
す

が
、そ
の
間
に
県
老
連
を
脱
退
し
た
市

が
、そ
の
間
に
県
老
連
を
脱
退
し
た
市

町
老
連
が
い
く
つ
か
あ
り
、大
変
残
念

町
老
連
が
い
く
つ
か
あ
り
、大
変
残
念

に
思
っ
て
い
ま
す
。「
県
老
連
に
入
っ
て

に
思
っ
て
い
ま
す
。「
県
老
連
に
入
っ
て

い
て
も
何
の
メ
リ
ッ
ト
も
な
い
」
と
い

い
て
も
何
の
メ
リ
ッ
ト
も
な
い
」
と
い

う
の
が
大
き
な
理
由
だ
そ
う
で
す
。
そ

う
の
が
大
き
な
理
由
だ
そ
う
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
い
ろ
ん
な
お
考
え
が
あ
り
ま
す

れ
ぞ
れ
い
ろ
ん
な
お
考
え
が
あ
り
ま
す

が
、県
老
連
の
行
事
を
通
じ
、県
内
老

が
、県
老
連
の
行
事
を
通
じ
、県
内
老

人
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
集
ま
り
、顔
を
あ

人
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
集
ま
り
、顔
を
あ

わ
せ
、心
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
は
大
切

わ
せ
、心
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
は
大
切

な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

な
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

最
近
、地
震
、台
風
、大
雨
、火
災

最
近
、地
震
、台
風
、大
雨
、火
災

な
ど
に
よ
る
大
き
な
災
害
が
、日
本
の

な
ど
に
よ
る
大
き
な
災
害
が
、日
本
の

み
な
ら
ず
世
界
中
で
発
生
し
、大
き
な

み
な
ら
ず
世
界
中
で
発
生
し
、大
き
な

被
害
が
で
て
い
ま
す
。
大
分
県
の
大
規

被
害
が
で
て
い
ま
す
。
大
分
県
の
大
規

模
火
災
で
は
「
地
域
の
つ
な
が
り
」
に

模
火
災
で
は
「
地
域
の
つ
な
が
り
」
に

よ
り
、迅
速
な
避
難
が
で
き
、人
的
被

よ
り
、迅
速
な
避
難
が
で
き
、人
的
被

害
が
少
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

害
が
少
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
実
践
し
て
き
た
老
人
ク
ラ
ブ

こ
れ
ま
で
実
践
し
て
き
た
老
人
ク
ラ
ブ

の
活
動
「
地
域
で
の
支
え
合
い
」「
仲

の
活
動
「
地
域
で
の
支
え
合
い
」「
仲

間
づ
く
り
」
を
発
展
継
続
す
る
こ
と
が

間
づ
く
り
」
を
発
展
継
続
す
る
こ
と
が

重
要
と
再
認
識
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。　

重
要
と
再
認
識
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。　

毎
年
、年
を
重
ね
て
い
き
ま
す
が
、

毎
年
、年
を
重
ね
て
い
き
ま
す
が
、

何
よ
り
も
健
康
で
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
、

何
よ
り
も
健
康
で
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
、

毎
日
を
大
切
に
生
き
る
こ
と
を
目
標
に

毎
日
を
大
切
に
生
き
る
こ
と
を
目
標
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ん

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
挨
拶

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念
し
て
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三重県老連のHPを
ぜひご活用ください！
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三 重 老 連 令和8年2月28日 （2）

わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています

　

７
月
17
日（
木
）午
後
一
時
か
ら
、

三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
の
男

女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
で
開
催
し
、県
内
各
地
か
ら

約
２
３
０
名
の
会
員
が
参
加
し
ま

し
た
。

生
活
に
お
け
る
ち
ょ
っ
と
し
た
困

り
ご
と
を
手
助
け
し
、依
頼
者
も
支

援
者
と
共
に
共
同
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。料
金
は
無
料
で
す
。こ
の

こ
と
で
仲
間
と
の
会
話
を
通
じ
て

絆
が
深
ま
り
、他
の
活
動
へ
の
参
加

に
つ
な
が
り
、介
護
予
防
や
健
康
寿

命
を
延
ば
す
波
及
効
果
を
重
要
視

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、四
日
市
大
学
の
岩
崎
恭

典
教
授
か
ら
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、名
張
市
を
事
例
に
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
齢
者
相
互
支
援
活
動
研
修
会

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

高
齢
者
相
互
支
援
活
動
研
修
会

〇
第
一
部

〇
第
二
部

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

日
頃
の
幅
広
い
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
の
事
例
発
表
を
通
し
て
、意
見
交

換
を
行
い
、地
域
支
え
合
い
活
動
を

活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
ま
し
た
。

◇
名
張
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

「
依
頼
者
と
共
に
取
り
組
む（
た
す

け
あ
い
隊
）」

　

会
員
に
よ
る
相
互
支
援
組
織「
た

す
け
あ
い
隊
」を
立
ち
上
げ
、日
常

高齢者相互支援事例発表（名張市）

リーダー研修会（金沢市藤江健寿会）

会長あいさつ

　

亀
山
市
老
連
の
先
導
に
よ
る
い

き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
で
体
を
ほ
ぐ

し
た
後
、「
６
年
間
で
会
員
数
が
２

倍
、60
歳
代
が
続
々
入
会
、50
歳
代

が
入
会
待
ち
の
金
沢
市
藤
江
健
寿

会
」と
題
し
て
、石
川
県
老
連
の
山

崎
一
郎
事
務
局
長
と
金
沢
市
藤
江
健

寿
会
の
澤
本
久
副
会
長
か
ら
、会
員

増
加
の
事
例
に
つ
い
て
お
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

機
関
紙
や
会
報
を
活
用
し
て「
会

の
活
動
を
見
え
る
化
す
る
」「
地
域

の
皆
さ
ん
に
活
動
を
上
手
く
Ｐ
Ｒ

す
る
」「
会
員
の
顔
が
見
え
る
」活
動

な
ど
で
会
員
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、増
加
す
る
特
殊
詐
欺
の
被

害
を
防
止
す
る
た
め
、三
重
県
警
察

本
部
生
活
安
全
企
画
課
杉
本
警
部

補
の
講
話
の
後
、「
演
劇
集
団
青
の

会
」に
よ
る
演
劇
を
ご
覧
い
た
だ
き

ま
し
た
。今
年
は
件
数
・
被
害
額
と

も
に
増
加
し
て
い
る
、ラ
イ
ン
等
を

使
っ
た「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
型
投
資
詐
欺
」「
Ｓ

Ｎ
Ｓ
型
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
」に
つ
い
て

の
演
劇
で
し
た
。



三 重 老 連令和8年2月28日（3）

わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています

　

老
人
ク
ラ
ブ
等
の
次
代
を
担
う
若

手
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と
、
そ
の
学
習

内
容
の
地
域
活
動
へ
の
還
元
を
目
的

と
し
て
、
毎
年
開
催
市
町
を
変
え
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
朝
日

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と

し
、
７
月
３
日
開
校
式
か
ら
11
月
28

日
卒
業
式
ま
で
の
間
に
、
７
日
間
12

講
座
を
開
校
し
ま
し
た
。

　

桑
名
市
・
津
市
・
朝
日
町
・
菰
野
町
・

川
越
町
か
ら
21
名
の
参
加
が
あ
り
、

18
名
に
修
了
証
（
四
分
の
三
以
上
出

席
）
が
、12
名
に
皆
勤
賞
が
校
長
（
会

長
）
よ
り
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
多
く

の
方
々
か
ら
「
今
後
の
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
、
地
域
活
動
に
役
立
て
た
い
」

と
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
感

想
の
一
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
み
え

第１回 7月  3日（木）
開校式・ガイダンス

講義 地域包括ケアと
老人クラブ活動

講義
演劇

特殊詐欺の現状と
対策について講義 本格的な高齢社会の現状と今後の展開

第２回 8月  8日（金） 講義 元気を保つ食・老いを早める食 講義 広報の意義とチラシの作り方

第３回 8月25日（月） 講義 災害に備える 
～高齢者が災害から身を守るために今できること～ 演習 避難所運営ゲーム（HUG）

第４回 9月24日（水）フィールド
ワーク 講義「小さな街の牧童たち『共に働き共に生きる』（植村牧場）」と奈良公園周辺の班別散策

第５回 10月10日（金） 講義 高齢者のための薬の知識 講義
実技 高齢期の運動による健康づくり・フレイル予防

第６回 11月  4日（火） 講義
演習 リーダーとしての心得とノウハウ

第７回 11月28日（金） 講義 高齢社会における生涯学習 と地域活動の意義と課題 卒業式

リーダーとしての心得とノウハウ 災害に備える 広報の意義とチラシの作り方

令和７年度 「シニアカレッジみえ」カリキュラム

〇
老
人
ク
ラ
ブ
の
良
さ
や
必
要
性
を
理

解
し
て
い
る
か
？
こ
れ
ま
で
は
で
き

な
い
理
由
を
探
し
て
い
た
が
「
で
き

る
」
と
い
う
信
念
と
行
動
の
大
切
さ

を
学
ん
だ
。

〇
「
学
び
」
の
意
義
・
必
要
性
を
再
認

識
。「
愛
さ
れ
る
こ
と
、
ほ
め
ら
れ
る

こ
と
、
人
の
役
に
立
つ
、
人
か
ら
必

要
と
さ
れ
る
」
学
び
は
い
く
つ
に
な
っ

て
も
必
要
で
す
ね
。

〇
老
人
ク
ラ
ブ
環
境
は
衰
退
傾
向
で
す

が
、
発
想
を
変
え
て
皆
で
役
立
つ
、

周
り
か
ら
認
め
ら
れ
る
組
織
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
。

〇
地
域
内
の
団
体
と
協
力
し
、
小
さ
な

イ
ベ
ン
ト
か
ら
始
め
、
回
数
を
重
ね

る
。
何
も
や
ら
な
け
れ
ば
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
何
も
で
き
な
い
。
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彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。三
重
県
の
受
賞

者
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。受
賞
さ
れ
た

皆
さ
ま
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

来
年
度
は
鳥
取
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

11
月
５
～
６
日
、全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大

会
が
茨
城
県
水
戸
市
民
会
館
で
開
催
さ

れ
、全
国
か
ら
約
１
，２
０
０
名
が
参
集
し

ま
し
た
。

　

第
一
日
目
は
、

〇
茨
城
県
小
美
玉
市
希
望
が
丘
老
人
ク
ラ

　

ブ
ヒ
ル
ズ
会【
支
え
合
え
る
地
域
を
め

　

ざ
し
て
～
テ
レ
フ
ォ
ン
レ
ス
キ
ュ
ー
で

　

暮
ら
し
の
支
え
合
い
】

〇
大
分
県
臼
杵
市
老
連【
み
ん
な
が
安

　

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
め

　

ざ
し
て
～
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
で
和
ん

　

で
、笑
っ
て
、輪
に
な
っ
て
～
】

〇
岩
手
県
陸
前
高
田
市
栃
ヶ
沢
は
ま
ゆ
り

ク
ラ
ブ【
地
域
の
つ
な
が
り
を
再
生
す

る
～
災
害
復
興
住
宅
に
立
ち
上
げ
た
老

人
ク
ラ
ブ
】

以
上
の
３
団
体
か
ら「
老
人
ク
ラ
ブ
が

取
り
組
む
地
域
高
齢
者
の
た
め
の
活
動
～

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
～
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、金
井
敏
福
祉
ラ
ウ
ン

ジ
主
宰（
元
高
崎
健
康
福
祉
大
学
教
授
）の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
、活
動
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

　

第
二
日
目
は
、「
あ
な
た
の
知
ら
な
い
名

字
の
世
界
～
名
字
に
は
隠
れ
た
日
本
文
化

が
あ
る
～
」と
題
し
て
、名
字
研
究
家
高
信

幸
男
氏
の
講
演
の
後
、式
典
で
は
、老
人
ク

ラ
ブ
の
育
成
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
者
や
、

優
れ
た
活
動
を
し
て
い
る
老
人
ク
ラ
ブ
等

に
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
か
ら
表

　

７
月
10
～
11
日
、東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
岐
阜
県

高
山
市「
高
山
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
」で
開
催

さ
れ
、東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
６
県
１
指
定

都
市
の
リ
ー
ダ
ー
１
５
９
名
、三
重
県
か
ら

も
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、全
老
連
河
野
参
事
か
ら「
老

人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
課
題
」に
つ
い
て
の
基

調
報
告
の
後
、石
川
県
老
連
山
崎
事
務
局
長

か
ら「
能
登
半
島
地
震
後
の
県
老
連
の
対
応

等
に
つ
い
て
」報
告
が
あ
り
、そ
の
後「
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
が
導
く
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
～
三
方
よ
し
型
フ
レ
イ
ル
予
防
の
ス

ス
メ
」と
題
し
て
、︵
地
方
独
行
）東
京
都
健

康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
藤
原
佳
典

副
所
長
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
中
部
学
院
大
学
人
間
福
祉
学

部

飯
尾
良
英
学
部
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

全国大会表彰者と会長

リーダー研修会講演

リーダー研修会参加者の皆さん

◆全国老人クラブ連合会会長表彰 ( 敬称略 )

氏　名 老連名

老人クラブ
育成功労表彰

佐藤　　吉男 津　市

大西　　正隆 尾鷲市

女性リーダー
育成功労者表彰 大峪　やす子 紀宝町

優良老人クラブ
表彰

東貝野老人クラブ
（白寿会） いなべ市

優良老人クラブ
連合会表彰

大紀町老人クラブ
連合会 大紀町

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

タ
ー
に
迎
え
、石
川
県
、愛
知
県
、名
古
屋

市
、岐
阜
県
か
ら
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。

○
石
川
県
金
沢
市　

藤
江
健
寿
会

　
【
６
年
間
で
会
員
数
が
２
倍
、60
歳
代
が

　

続
々
入
会
、50
歳
代
が
入
会
待
ち
の
金

　

沢
市
藤
江
健
寿
会
】

〇
愛
知
県
南
知
多
町　

南
知
多
老
連

　
【
女
性
が
活
躍
す
る
南
知
多
老
人
ク
ラ
ブ
】

〇
名
古
屋
市　

名
古
屋
市
南
区
老
連

　
【
合
同
研
修
に
よ
る
交
流
と
新
た
な
学
び

　

～
笠
寺
学
区
の
活
動
か
ら
～
】

〇
岐
阜
県
郡
上
市
シ
ニ
ア
連　

　

和
良
支
部
女
性
部

　
【
鹿
倉
さ
さ
え
あ
い
隊
～
鹿
倉
地
区
の

　

支
え
合
い
の
活
動
に
つ
い
て
】

　

来
年
度
は
富
山
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

事
例
発
表
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わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています

ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺は、件数及び被害額は増加しています。知らない人からのダイレクトメッ
セージには注意しましょう。

特殊詐欺被害は、件数及び被害額は増加しています。特にオレオレ詐欺
が大きく増加しており、その多くがニセ警察詐欺です。

◎三重県内のSNS型投資・ロマンス詐欺発生状況（令和 7 年 11 月末現在）○○ 被被害害状状況況詳詳細細
年年代代別別

被害者の約５割が６５歳以上の高齢者です。

三重県警察本部　生活安全企画課　犯罪抑止対策係

県内において、SNSを使って投資等に勧誘する詐欺が多発しています。

欺欺罔罔手手段段別別

○○ 三三重重県県内内ののＳＳＮＮＳＳ型型投投資資・・ロロママンンスス詐詐欺欺発発生生状状況況

　被害のきっかけは、犯人からの自宅固定電話
や携帯電話への架電によるものが、多くを占めて
います。

○○ 三三重重県県内内のの特特殊殊詐詐欺欺発発生生状状況況

安 全 安 心 ニ ュ ー ス
～　令和６年12月末現在の特殊詐欺等情勢（暫定値）について　～

No.24

県内における特殊詐欺被害は、前年同期比で件数及び被害額は増加しています。
類型別では、特にオレオレ詐欺が大きく増加しています。

10代代
1.4%

20代代
12.0%

30代代
7.9%

40代代
11.4%

50代代
10.1%

61～～64歳歳
8.4%

65～～69歳歳
10.9%

70代代
19.6%

80代代
17.7%

90代代
0.5%

自自宅宅固固定定

電電話話
32.2%

携携帯帯電電話話
23.2%

ＳＳＮＮＳＳ
19.9%

イインンタターーネネッットト

ササイイトト
13.4%

メメーールル
11.4%

発 生 件 数 被　　害　　額

188件 約 12億 1,050 万円 +110 件 +約 5億 2,260 万円

4 件 約 270 万円 ±0 件 -約 330 万円

158 件 約 2億 4,240 万円 +3 件 -約 300 万円

49 件 約 6,320 万円 +35 件 +約 4,900 万円

12 件 約 500 万円 -3 件 -約 90 万円

2 件 約 600 万円 ±0 件 +約 420 万円

1 件 約 130 万円 +1 件 +約 130 万円

8 件 約 5,980 万円 +4 件 +約 5,270 万円

13 件 約 2,080 万円 ±0 件 +約 1,470 万円

12 件 約 1,250 万円 -18 件 -約 3,,830 万円

444477  件件  約約  1166億億  22,,442200  万万円円 ++ 113322  件件 ++約約  55億億  99,,990000  万万円円

発 生 件 数 被　　害　　額
前 年 同 期 比 （ 増 減 ）

オ レ オ レ 詐 欺

預 貯 金 詐 欺

架 空 料 金 請 求 詐 欺

還 付 金 詐 欺

融 資 保 証 金 詐 欺

金 融 商 品 詐 欺

ギ ャ ン ブ ル 詐 欺

交 際 あ っ せ ん 詐 欺

そ の 他 の 特 殊 詐 欺

キ ャ ッ シ ュ カ ー ド 詐 欺 盗

『『 特特 殊殊 詐詐 欺欺 』』 合合 計計

発 生 件 数 被　 害　 額

198 件 約 18億 7,860 万円 +35件 +約1億 9,180 万円

126 件 約 11億 5,590 万円 +11件 +約 3億 4,610 万円

( 102件 ) (約 10億 7,890万円) ( +21 件 ) (+約 3億 8,240 万円)

( 24 件 ) (約 7,700 万円) ( +10 件 ) (-約 3,630 万円)

332244 件件 約約 3300億億 33,,445500 万万円円 ++ 4466件件 ++約約 55億億 33,,778800 万万円円

発 生 件 数 被　 害　 額
前 年 同 期 比 （ 増 減 ）

Ｓ Ｎ Ｓ 型 投 資 詐 欺

Ｓ Ｎ Ｓ 型 ロ マ ン ス 詐 欺

ＳＮＳ型

ロマンス

詐欺

（内訳）

投 資 名 目

そ の 他

『『ＳＳＮＮＳＳ型型投投資資・・ロロママンンスス詐詐 欺欺』』 合合計計

○○ 被被害害状状況況詳詳細細
年年代代別別

被害者の約５割が６５歳以上の高齢者です。

三重県警察本部　生活安全企画課　犯罪抑止対策係

　　県内において、SNSを使って投資等に勧誘する詐欺が多発しています。

欺欺罔罔手手段段別別

○○ 三三重重県県内内ののＳＳＮＮＳＳ型型投投資資・・ロロママンンスス詐詐欺欺発発生生状状況況

　被害のきっかけは、犯人からの自宅固定電話
や携帯電話への架電によるものが、多くを占めて
います。

○○ 三三重重県県内内のの特特殊殊詐詐欺欺発発生生状状況況

安 全 安 心 ニ ュ ー ス
～　令和６年12月末現在の特殊詐欺等情勢（暫定値）について　～

No.24

県内における特殊詐欺被害は、前年同期比で件数及び被害額は増加しています。
類型別では、特にオレオレ詐欺が大きく増加しています。

10代代
1.4%

20代代
12.0%

30代代
7.9%

40代代
11.4%

50代代
10.1%

61～～64歳歳
8.4%

65～～69歳歳
10.9%

70代代
19.6%

80代代
17.7%

90代代
0.5%

自自宅宅固固定定

電電話話
32.2%

携携帯帯電電話話
23.2%

ＳＳＮＮＳＳ
19.9%

イインンタターーネネッットト

ササイイトト
13.4%

メメーールル
11.4%

発 生 件 数 被　　害　　額

188件 約 12億 1,050 万円 +110 件 +約 5億 2,260 万円

4 件 約 270 万円 ±0 件 -約 330 万円

158 件 約 2億 4,240 万円 +3 件 -約 300 万円

49 件 約 6,320 万円 +35 件 +約 4,900 万円

12 件 約 500 万円 -3 件 -約 90 万円

2 件 約 600 万円 ±0 件 +約 420 万円

1 件 約 130 万円 +1 件 +約 130 万円

8 件 約 5,980 万円 +4 件 +約 5,270 万円

13 件 約 2,080 万円 ±0 件 +約 1,470 万円

12 件 約 1,250 万円 -18 件 -約 3,,830 万円

444477 件件 約約 1166億億 22,,442200 万万円円 ++ 113322 件件 ++約約 55億億 99,,990000 万万円円

発 生 件 数 被　　害　　額
前 年 同 期 比 （ 増 減 ）

オ レ オ レ 詐 欺

預 貯 金 詐 欺

架 空 料 金 請 求 詐 欺

還 付 金 詐 欺

融 資 保 証 金 詐 欺

金 融 商 品 詐 欺

ギ ャ ン ブ ル 詐 欺

交 際 あ っ せ ん 詐 欺

そ の 他 の 特 殊 詐 欺

キ ャ ッ シ ュ カ ー ド 詐 欺 盗

『『 特特 殊殊 詐詐 欺欺 』』 合合 計計

発 生 件 数 被　　害　　額

198 件 約 18億 7,860 万円 +35件 +約1億 9,180 万円

126 件 約 11億 5,590 万円 +11件 +約 3億 4,610 万円

( 102件 ) (約 10億 7,890万円) ( +21 件 ) (+約 3億 8,240 万円)

( 24 件 ) (約 7,700 万円) (-約 3,630 万円)

332244  件件  約約  3300億億  33,,445500  万万円円 ++ 4466件件 ++約約  55億億  33,,778800  万万円円

発 生 件 数 被　　害　　額
前 年 同 期 比 （ 増 減 ）

Ｓ Ｎ Ｓ 型 投 資 詐 欺

Ｓ Ｎ Ｓ 型 ロ マ ン ス 詐 欺

ＳＮＳ型

ロマンス

詐欺

（内訳）

投 資 名 目

そ の 他

『『ＳＳＮＮＳＳ型型投投資資・・ロロママンンスス詐詐 欺欺』』 合合計計

( -( -10 件 )10 件 )

◎三重県内の特殊詐欺発生状況（令和 7 年 11 月末現在）

　自宅の固定電話や携帯電話あてに、警察官を名乗り、「あなたの口座が犯罪に
使われている」「あなたの携帯電話が不正に契約された」などと様々な理由をつ
けて、「資産を保護する」「口座を調査する」などといって、現金をだましとったり、
振り込ませたりする詐欺の手口が増加しています。
　警察官役の犯人は、「あなたは逮捕される」などと不安を煽ったり、偽の警察
手帳や逮捕状を見せてくるケースもあります。
　電話会社や総務省等を名乗り、「携帯電話の未納料金がある」などといった後
に、警察官役に交代するケースや、SNS・ビデオ通話での連絡に移行するケー
スもあるので、注意が必要です。

ニセ警察詐欺に注意！ニセ警察詐欺に注意！ちょっと待って！その警察官、ホンモノですか…？



三 重 老 連 令和8年2月28日 （6）

わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています

令和 7.4.1 現在

市町老連名 クラブ数 会員数
会員数内訳

男性 女性
桑名市老人クラブ連合会 128 5,320 2,392 2,928
いなべ市老人クラブ連合会 68 9,291 4,184 5,107
亀山市老人クラブ連合会 23 1,116 456 660
津市老人クラブ連合会 94 6,509 2,718 3,791
松阪市老人クラブ連合会 29 2,371 1,090 1,281
名張市老人クラブ連合会 27 2,181 954 1,227
伊勢市老人クラブ連合会 51 3,559 1,541 2,018
鳥羽市老人クラブ連合会 19 1,725 718 1,007
志摩市老人クラブ連合会 28 2,406 857 1,549
尾鷲市老人クラブ連合会 15 541 118 423
熊野市老人クラブ連合会 12 533 109 424
木曽岬町シニアクラブ連合会 6 126 60 66
東員町シニアクラブ連合会 16 1,761 808 953
菰野町老人クラブ連合会 31 3,216 1,488 1,728
朝日町老人クラブ連合会 6 197 77 120
川越町老人クラブ連合会 8 826 353 473
多気町シニアクラブ連合会 24 745 324 421
大台町高齢者クラブ 16 503 208 295
玉城町老人クラブ連合会 23 1,266 591 675
度会町老人クラブ連合会 25 1,210 572 638
大紀町老人クラブ連合会 14 1,380 563 817
南伊勢町老人クラブ連合会 18 2,898 1,162 1,736
紀北町いきいきクラブ連合会 28 1,091 305 786
御浜町老人クラブ連合会 8 266 79 187
紀宝町老人クラブ連合会 12 1,015 333 682
三重県合計 729 52,052 22,060 29,992
前年度との比較（鈴鹿市を除く） -25 -4,228 -1,699 -2,529

市町老連・クラブ数・会員数

鈴鹿市老人クラブ連合会が退会しました。
鈴鹿市を含めると前年度より80クラブ、7,382人（男性3,058人、女性4,324人）減少しました。
前年度より会員が増加した単位老人クラブは137（18.8％）、同数126（17.3％）、減少454（62.3％）となっています。
三重県内の単位老人クラブ（729クラブ）のうち、女性会長は91人（12.5％）となっています。
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◆全国老人クラブ連合会表彰名簿
◎活動賞  「活動賞」は、それぞれの活動分野に焦点をあて、他の

参考となる活動を先進的に実施しているクラブ・老連に
対して、全老連から贈呈されました。

老連名 名　称 活動分野

いなべ市 いなべ市老人クラブ連合会 健康づくり

いなべ市 石榑東老人クラブ 仲間づくり

木曽岬町 木曽岬町シニアクラブ連合会 ボランティア

計 3 団体

老連名 氏　名

桑名市 福田　準一

いなべ市 ( 故 ) 出口和美

いなべ市 近藤つた子

木曽岬町 伊藤　敏一

菰野町 南川　勝好

亀山市 服部　信明

津　市 信田　金夫

津　市 鈴木　良次

伊勢市 中居登巳男

鳥羽市 佐々木　保

南伊勢町 德田貴美子

紀宝町 牧戸　光彦

計 12 名

◆三重県老人クラブ連合会会長表彰名簿（敬称略）

◎老人クラブ功労者
老人クラブ活動とその
事業運営に貢献されま
した。

老連名 名　称

いなべ市 西方老人クラブ

いなべ市 門前老人クラブ　光和会

菰野町 菰野第三区　ふたば会

亀山市 太田長寿会

伊勢市 高城老人クラブ

鳥羽市 松尾町　寿　老人クラブ

南伊勢町 宿浦老人クラブ

計 7 クラブ

◎優良老人クラブ
会員の教養、健康の増進に努め、地域社会
との交流を行い、地域福祉に寄与する等ク
ラブの活動が特に優秀と認められました。

老連名 氏　名

紀北町 長井　康雅

計 1 名

永年にわたり老人クラブの職務に従事してこ
られました。

◎永年勤続職員表彰

10
月
17
日
（
金
)
午
後
一
時
か
ら
、
令
和
７
年

度
す
こ
や
か
ラ
イ
フ
三
重
の
つ
ど
い
「
三
重
県

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」
を
、
三
重
県
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

県
内
各
地
か
ら
約
６
４
０
名
の
会
員
が
参
加

し
ま
し
た
。

永
年
に
わ
た
り
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
貢
献
さ

れ
た
個
人
13
名
と
７
団
体
に
対
し
、
県
老
連
会

長
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、全
老
連
「
活

す
こ
や
か
ラ
イ
フ
三
重
の
つ
ど
い
　
三
重
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

会長あいさつ会長あいさつ 大会宣言大会宣言

動
賞
」
の
表
彰
伝
達
も
行
い
ま
し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
紀
宝
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
牧
戸

光
彦
様
か
ら
謝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
後
、
大
会
宣
言
を
採
択

し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

表　彰表　彰

受賞者代表謝辞受賞者代表謝辞
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わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています

左衛門踊り左衛門踊りカイマナヒラカイマナヒラ

茶ちゃ丸体操茶ちゃ丸体操

恋は上げ汐隅田川恋は上げ汐隅田川 涙そうそう（歌と二胡）・地上の星（二胡）涙そうそう（歌と二胡）・地上の星（二胡）

　10 月 17 日（金）三重県総合文化センター中ホー
ルにて開催しました。

最初に亀山市老人クラブ連合会の模範演技によ
り、いきいきクラブ体操を行いました。
　続いて 11 市町老連の団体が日頃から練習を重ね
てきた踊りやダンスが披露され、大会に花を添え
ました。

すすここややかかラライイフフ三三重重ののつつどどい い 第第２２部部

第第6262回回芸芸能能大大会会

鳥羽市尾鷲市

松阪市

伊勢市 志摩市
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わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています

多気町音頭多気町音頭朝日町イメージソング　愛のひだまり朝日町イメージソング　愛のひだまり

プアアヒヒプアアヒヒ 風雪流れ旅風雪流れ旅

長島音頭長島音頭帰ってこいよ　このまちが好きさ（津市民歌）帰ってこいよ　このまちが好きさ（津市民歌）

多気町

桑名市

朝日町

津　市

大台町 亀山市
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　県内 15 市町老連から 226 点の作品
の出品があり、県総合文化センター第
１ギャラリーにて開催しました。
　日本画、洋画、彫刻、工芸、書、写
真の 6 部門で最優秀賞に選ばれたのは
表の 12 点です。おめでとうございます。

三重県老連文化作品展
( 令和７年 10 月 15 日～ 19 日 )

「文化作品展」　最優秀賞
部　門 出 品 者 作　品　名 市町老連名

日本画 伊藤 　孝生 執金剛神像 桑名市
大畑 　延子 秋の明神池 津　市

洋　画 渡部 佐恵子 残光 菰野町
萱原 　忠信 上小波田観阿弥祭り 名張市

彫　刻 奥田 　眞一 蟇 多気町
高橋 　　進 エイリアンと猪 多気町

工
芸

工芸 阪口 　時彦 バランストンボと・・・。 紀宝町
手芸 藤田 　敏子 阿波しじら織　華 桑名市

書 田畑 　淳子 長寿を祝う 桑名市
巽　 　禮子 伝紀貫之筆高野切第１種 名張市

写　真 牧野　 　茂 実りの秋 川越町
村田　 　元 猛暑の日 津　市

敬称略

川越町「牧野　茂」川越町「牧野　茂」

津市「大畑　延子」津市「大畑　延子」

桑名市「藤田　敏子」桑名市「藤田　敏子」

桑名市「伊藤　孝生」桑名市「伊藤　孝生」

桑名市「田畑　淳子」桑名市「田畑　淳子」 多気町「高橋　進」多気町「高橋　進」

名張市「巽　禮子」名張市「巽　禮子」

多気町「奥田　眞一」多気町「奥田　眞一」 紀宝町「阪口　時彦」紀宝町「阪口　時彦」

名張市「萱原　忠信」名張市「萱原　忠信」

菰野町「渡部　佐恵子」菰野町「渡部　佐恵子」

津市「村田　元」津市「村田　元」

巧みな技に感動巧みな技に感動
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わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています

令和 7 年度 県老連役員会等実施概要 （４月から 12 月）
月 日 事　業　名 内　容（主な議事等）

5

13 地域会議（北地域） ・各地区別に郡市老連会長及び女性代表が出席 
・令和7年度理事・評議員等候補者の事前調整 
・令和7年度会議・研修行事等の実施予定 
・老人クラブ活動（事務お助け隊）について情報交換

14 地域会議（中地域）
16 地域会議（南地域）
20 シニアのためのスマホ安心講座（基礎編） ・初心者向けスマートフォン研修会

21 第１回女性委員会
・ブロック代表委員の選任、委員長・副委員長の選任 
・令和7年度事業活動取り組みテーマ 
・令和7年度各種事業への協力

21 第１回正・副会長会議 ・第１回理事会・定時評議員会の提出議題

29 第１回理事会 ・令和6年度事業実施報告・財務諸表（決算） 
・令和7年度主要事業の開催要綱等

6

3 シニアのためのスマホ安心講座（応用編） ・初心者向けスマートフォン研修会

17 定時評議員会 ・令和6年度事業実施報告・財務諸表（決算） 
・理事・監事・評議員の選任

17 感謝状贈呈式 
法務局による研修会

・退任役員への感謝状贈呈式 
・自筆証書遺言書保管制度について

17 臨時理事会 ・会長・副会長等の選任

17 第１回　臨時正・副会長会議 ・全老連「会長表彰」「活動賞」推薦候補者の決定 
・県老連「会長表彰」被表彰者の選考

25 新任郡市老連会長・ 
事務局長・事務担当者合同会議

・三重県老人クラブ連合会の概要 
・令和7年度三重県老連組織･役員体制 
・令和7年度実施予定事業及び各種助成 
・事務お助け隊について　・老人クラブ保険の制度概要

12

12 第２回正・副会長会議 ・郡市老連会長会議　・第２回理事会の提出議題

19 郡市老連会長会議 ・第２回 理事会 
人権研修

○郡市老連会長会議・理事会
・令和8年度組織体制（理事・評議員等)（案） 
・令和8年度事業計画及び各種助成（案） 
・令和8年度県老連主催年間旅行事業計画（案） 
・令和7年度事業実施状況報告・決算見込み
・事務お助け隊について
〇人権研修会　・高齢者の人権
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わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています
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わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています
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わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています

私たち老人クラブは健康づくりや見守り、環境美化など、地域の実情に合わ
せた活動を長年にわたり行っています。「老人クラブがあるからこの町は元気
だ」そういわれる魅力あふれる活動を皆様と作り上げていきたいと思います。

老人クラブ活動にご協力を！
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わたしたちは 三重老連の活動をサポートしています

ねんりんピック岐阜2025美術展ねんりんピック岐阜2025美術展

　令和7年度　ねんりんピック美術展出品作品　令和7年度　ねんりんピック美術展出品作品

　令和７年10月18日(土)～21日
(火)に 岐阜市の岐阜県美術館及び
岐阜県図書館にて開催された「第37
回全国健康福祉祭ぎふ大会（ねんり
んピック岐阜2025）」の美術展に、三
重県老連から右記の12点の作品を
出品し、2名の方が入賞されました。
おめでとうございます。

編
集
後
記

　

会
員
の
皆
さ
ま
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
今
、
老
人
ク
ラ
ブ

は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

抱
え
て
い
ま
す
が
次
の

世
代
に
活
動
を
引
き
継

ぐ
た
め
に
も
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
存
在
や
楽
し
い

活
動
を
地
域
の
高
齢
者

に
伝
え
、
参
加
を
広
げ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

仲
間
一
人
ひ
と
り
が

楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
、

そ
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
て
、

「
高
齢
者
が
元
気
で
楽
し

く
住
み
よ
い
街
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
、
活
動
を

地
域
へ
と
広
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

　

こ
の
会
報
、「
す
こ
や

か
ラ
イ
フ
三
重
」
は
、

ス
ポ
ン
サ
ー
の
ご
協
力

に
よ
り
発
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

高
齢
者
の
活
動
に
温

か
い
ご
支
援
を
い
た
だ

き
深
く
感
謝
し
て
い
ま

す
。
ど
う
か
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

三
重
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

部　門 出 品 者 作　品　名 市町老連名

日本画 柳川 きぬよ 芙　蓉 桑名市
河合 百合子 万作 多気町

洋　画 近藤 　　要 タッキング 津　市
平尾 　久子 旅立ち 松阪市

彫　刻 木下 五百鯉 ごろごろむし 鳥羽市
太田 　廣美 ○向と○陰 多気町

工　芸
工  芸 植村 　幸男 竹風花瓶（銅製） 鳥羽市
手  芸 寺西 　節子 粘土の花（ラン）寄植 津　市

書 西川 　幾子 修徳立儀 津　市
岡本 　良一 唱歌・ふるさと 名張市

写　真 加藤 　洋子 「桜に舞う」 松阪市
村田 　　元 牧童頭 津　市

敬称略敬称略

【審査員評】タンポポの綿毛が上部の水田
へと広がっていく。ミクロからマクロヘの
表現、作者の愛情のある眼が素晴らしい。

洋画 金賞 「旅立ち」
平尾 久子（82歳）

【審査員評】作者の制作の様子だけでなく
人柄までも想像されるような丁寧で堅実
なしごとぶりである。

工芸 最高齢者賞 「竹風花瓶（銅製）」
植村 幸男（100歳）
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わたしたちは 三重老連の活動をサポートしていますわたしたちは 三重老連の活動をサポートしています

令和8年度実施予定の旅行事業

交歓会（日帰り・宿泊旅行） 令和8年５月～７月実施予定

北勢旅行支店� ☎ 059-353-5911
中勢旅行支店� ☎ 059-224-5535
伊賀出張所� ☎ 0595-67-3577

南勢旅行支店�☎ 0596-24-3101
松阪出張所� ☎ 0598-50-4335
南紀旅行支店�☎ 0597-22-2877

観光庁長官登録旅行業第1934号 日本旅行業協会（JATA）会員

〈旅行のお申込み・お問い合わせは各窓口へ〉

　令和8年の大河ドラマのゆかりの地（奈良県大和郡山市や滋賀県長浜市など）を訪れるツアーのほか、皆さまのご希望に沿った
コースを企画いたします。弊社の担当者にご相談ください。ご要望に応じたコースを提案させていただきます。

北海道の代表的な紅葉スポット層雲峡と絶景スポット美瑛を巡り、秋の自然美を満喫する3日間です。

三国峠からの景色イメージ 白金青い池イメージ フラワーランドかみふらのイメージ

国内空の旅 層雲峡と美瑛を訪れる ～絶景満喫の旅 3日間～ 令和8年９月実施予定

　大雪山国立公園内にある峡谷で、迫力ある渓谷美と紅葉、温泉が魅力の層雲峡と、広大な丘陵地帯に広がる美しいパッチワー
クの丘で知られ、北海道を代表する絶景スポットの一つである美瑛を訪れます。透明度が高い美しい湖水と原生林が織りなす自
然が魅力の然別湖やアルミニウムを含む水が生み出す神秘的な青い池など観光します。


